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Windom2023 医学部受験のことなら全てお任せ下さい 

2023 年度 東京慈恵会医科大学 生物解答 
 

１． 

問 1  ア…e  イ…h  ウ…b  エ…c 

問 2  DNAプライマーゼにより合成されたプライマーは RNAでできており，のちに除去され，DNAポリメラー

ゼによって DNAに置き換えられるから。 

問 3 ３ 

問 4 イントロンのスプライシングに関係がある配列に変異が起きた。 

   転写調節に関係がある配列に変異が起きた。 

   など 

問 5 (1)トレオニン  (2)ヒスチジン 

問 6 c d e 

問 7 実験１では AAAAがリシンを指定すると考えると 4文字の可能性を否定できない。実験 2では ACACの繰

り返しまたは CACAの繰り返しとなり，片方のアミノ酸のみがある場合でも合成されるはずだが，片方の

アミノ酸を除くとペプチドは合成されなかった結果と矛盾する。実験3では4文字と考えるとAACA，ACAA，

CAACが連なって出てくるので 3種類のアミノ酸が同時に存在しないとペプチド鎖は合成されず，いずれ

かのアミノ酸を除いてもペプチドが合成された結果と矛盾する。よって，実験１は否定しないが，実験

２と実験 3は否定するものとなる。 

 

２． 

問 1 ア…卵割  イ…中胚葉 ウ…原口  エ…内胚葉 オ…形成体 

問 2 d e 

問 3 違い ウニの第 3卵割は赤道面を通る緯割による等割だが，カエルの第 3卵割は赤道面から動物極に寄

った緯割の不等割となる。 

   影響 ウニは卵黄の量が少なく卵全体に均等に分布するが，カエルは卵黄の量が多く植物極側に偏っ

ているので卵黄を避けるように卵割面が動物極側に偏る。 

問 4 カエルの胞胚中期の胚を動物極側の組織と植物側の組織に切り分ける。切り分けた組織を単独で培養す

ると動物極側は外胚葉，植物極側は内胚葉となるが，動物極と植物極の細胞を接触して培養すると動物

極側から中胚葉組織が生じる。 

問 5 注入した mRNAによるタンパク質 Yがカエルの腹側組織に作用することで形成体としてはたらく中胚葉

組織が分化し，連鎖的に反応し二次胚が形成された。 

問 6 システインどうしで SS結合を作り，分子内で折りたたまれて固有の立体構造を形成する。 
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３． 

問 1 ア…心筋  イ…シナプス（神経筋接合部）  ウ…T管  エ…筋小胞体

 オ…トロポニン カ…クレアチンリン酸 キ…間脳視床下部  ク…交感 

問 2 b d e 

問 3 e 

問 4 

 A B C 

(1) グルカゴン アドレナリン 糖質コルチコイド 

(2) すい臓ランゲルハンス島 A細胞 副腎髄質 副腎皮質 

(3) 交感神経 交感神経 副腎皮質刺激ホルモン 

 

問 5 筋肉で ATPが加水分解されエネルギーが生じるが，筋収縮に用いられるエネルギーは一部であり，残り

は熱となり放散される。よって，筋肉使用頻度の高い運動時には発熱量が多くなり高体温になりやすい。 

問 6 湿度が高いと体表から分泌される汗が蒸発しにくく，気化熱として体熱が奪われにくい。そのため WBGT

は温度と湿度が高いときに高くなり，外気温により体温が上がりやすく，湿度により体温が下がりにく

い状況を判断しやすい。 

 

４． 

問 1 ア…クチクラ イ…蒸散  ウ…浸透 エ…厚く  オ…薄い  

カ…光合成（葉緑体） キ…アブシシン酸 

問 2 b e 

問 3 Ⅰ…e  Ⅱ…光屈性 

問 4 孔辺細胞は表皮の細胞だから。 

問 5 光合成での気孔開度を最大にし，青色光の作用のみでの開度を調べられるようにするため。 

問 6 気孔開口には CO2濃度による開閉の仕組みと，青色光受容によって引き起こされる仕組みとがある。 

問 7 Ⅰ：ク…高く ケ…低く 

Ⅱ：光合成により CO2が吸収されることで pHが高くなり，青色光により H＋が放出されることで pH

が低下した。 
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【講評】 

出題形式に変更はなかった。大問数は昨年と同じで，問題量も昨年と同じくらいである。遺

伝子・発生・筋収縮と体温調節・進化と気孔開閉といった私大医学部では出題頻度が高い分野

に加え，慈恵ではよく見かける植物の環境応答からの出題もあった。知識問題：思考問題＝５：

５で，昨年よりも知識問題が増えた。問題レベルは，基本：標準：発展＝２：６：２で，これ

は昨年と大きく変わらない。例年通り，計算問題や論述問題もあり，丁寧に解答していくと時

間が足りなくなる。 

 

1 複製と転写・翻訳に関する問題。Ⅰは変異の修復に注目した複製に関する問題。Ⅱは有名な

ニーレンバーグ，コラーナによるコドンの決定に関する問題。問 6までは問題集などでも見た

ことのある問題であろう。 

 

2 発生に関する問題。ほぼ基本問題である。 

 

3 筋収縮と体温調節に関する問題。T管について直接問う大学も増えた。基礎用語を間違えな

く答えられれば問題は問 5と問 6の論述問題だけである。発汗によりなぜ体温が調節されるの

か考えた経験があれば答えられるであろう。 

 

4 植物の進化と気孔開閉に関する問題。植物の進化については，基本的な問いのみであった。

気孔開閉に関してリード文の内容を読み落としていなければ後半の実験問題に関する問いも十

分に解答できたであろう。 
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